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   ～ 奥浦小学校看板設置 ～ 

1月29日（月）、小雪がちらほら舞い散る中で、奥浦小学校５、６年生のみなさんが、『おくうら夢の

フラワーロード』の看板設置作業を、平和のばら保育園下で行ってくれました。 

昨年、おくうら夢のまちづくり協議会の赤尾会長が、まちづくり協議会の取り組みについて小学校でお話

しをされたところ、自分たちも奥浦のために何か出来ないだろうか？という話し合いを行い、『おくうら

夢のフラワーロード』の看板制作に取り組んでくれたそうです。 

奥浦のシンボルでもある戸岐大橋と、色とりどりに描かれた菜の花、ヒマワリ、コスモスがきれいに咲き

誇っています。 

福江方面から奥浦に向かって左手、菜の花畑の入口のところに設置しているので見てください。 

『おくうら夢のフラワーロード』も、子供たちの絵に負けないくらいのたくさんの花が咲いくといいです

ね。 

外で作業するには少し寒い日でしたが、子供たちの思いは寒さも忘れてしまうくらいの熱いものでした。 

奥浦小学校の５、6年生のみなさん、寒い中本当にありがとうございました。 

 

 

2月5日（月）、奥浦地区公民館2階ホールで、五島警察署ご指導の下、

交通安全教室が行われました。 

大雪前の、冷え込みが厳しい日でもあったに関わらず、約20名の方が参

加して下さりました。 

最近ニュースでも耳にすることが多くなった、高齢者ドライバーによる

交通事故や、五島市における交通事故の事例のお話しが合った後、機械

や、運転シミュレータによる運転適正検査を行いました。 

敏捷性を計る検査においては、知らず知らずの衰えを受け入れがたく、

何度も挑戦したりしていました。 

五島市における交通事故の事例 

 スーパー駐車場等の駐車の際、前向き駐車で駐車することにより、買物終了後、

バックしようとしての事故が多いそうです。 

駐車は、最初バック駐車を行い、その後前向きで車を出す方法がお薦めだそうです。 
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★月１回発行 長崎県五島市（奥浦地区）戸別配布 

 よかとこ！おくうらよかとこ！おくうら  

～奥浦だより～ 

３３月号月号  

   おくうらのおくうらのおくうらの食物図鑑食物図鑑食物図鑑     

奥浦地区人口の割合 

 

  ●20歳未満：123人   （±０)   

●20～39歳：9０人    (－２) 

●40～64歳：36０人   (－６) 

●65歳以上：473人    (±0) 

春の訪れを感じることができるツワ。名前の由来として諸説ありますが、フキに似た艶のある葉から「艶葉ブ

キ」、フキのような厚い葉から「厚葉ブキ」が転じた説などあるそうです。 

煮しめや佃煮としておいしいツワですが、薬草として、 火傷をしたときはすぐに水で冷やすのはもちろん大切

ですが、その後、蕗（ふき）の葉を付けて包帯で巻いて留めておくと水ぶくれになりずらく、治りもはやい、

という民間療法もあります。 

殺菌、止血作用が良い植物なので、切り傷、虫刺され、湿疹、あせもにも利用されるそうです。 

奥浦地区の人口 

(Ｈ30．1．31現在)       

総数／１，０４６人 

（－８）        

前年12月末：１，０８０人 

世帯数： ６０0世帯  

（±０）     

※（ ）は前月比 

男：４８５人 女：５６１人 
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①イノシシが嫌がる環境をつくる<棲み分け対策> 

  ☆ 畑の周り等は２、３m刈り払う（隠れ場所を取り除く） 

  ☆ 生ゴミを放置しない・農地内に未収穫物を放置しない 

②農地を効果的に囲う<防護対策> 

  ☆ 金網フェンス・ワイヤーメッシュ・電気柵 

③適切な捕獲を行う<捕獲対策>  

  ☆ 狩猟免許の取得 

  ☆ 捕獲用具（箱わな、囲いわな、くくりわな）の導入 

 

 

 

男子の部（総距離20.3km） 
 

1位  五島市消防署A 71分10秒 
2位  空自 75分23秒 
3位  奥浦Aチーム 75分44秒 
 
 
 
10位 奥浦Ｃチーム 88分38秒 
 
 
 
14位 奥浦Ｂチーム 89分22秒 

 

 

大大  会会  結結  果果  
女子の部（総距離7.7km） 

 

 

1位 奥浦Aチーム 32分24秒（大会新記録） 

 

 

 

 

2位 JAごとう 34分4秒 

3位 奥浦Bチーム 37分13秒 

 

第14回 五島市民駅伝大会 
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タイトル テキ

平成30年2月18日（日曜日）、第14回五島市民駅伝大会が開催されました。 

当日は好天に恵まれ、男子25チーム、女子6チームの総勢179名が力走しました。 

奥浦からは、男子3チーム、女子２チームが出場。 

大会前に行われた団結式では、「冬季オリンピックで金メダルを取った、羽生君に負けないくらいの熱い思い

で走りきりたい」や、「去年の自分に勝つ！！」、中には、3日前に急きょ出場がきまった選手もいました

が、「走るからには！！」とそれぞれの思いを述べ、大会へ臨みました。 

今大会では、予想もしていなかった強豪チームの出場に、戸惑いもありましたが、男子も女子も普段の練習の

成果を十二分に発揮してくれました。 

特に女子チームは、大会新記録という快挙に加え、区間新記録、区間賞と来年への励みにもなる走りでした。 

選手の皆さんお疲れ様でした。サポート、応援をして下さった皆さん本当にありがとうございました。 

大会結果は、下記の通りです。 
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2月21日（水）、大阪市より城星学園小学校の児童が、すり身揚げ体験で奥浦を訪れました。 

子供たちは、すり鉢やミンチの機械を初めて見るのか興味津々。 

魚をミンチに通すときや、すり鉢に入れたミンチを、すりこ木でする作業では、自分の順番が待てそう

にないくらいで、「私もしたい」、「僕もしたい」の状態でした。 

途中、テーブルの横に準備されている、赤く染められたゆで卵がとても気になっている様子で、「コレ

なんですか？」という質問もありました。 

すり上がったミンチをゆで卵でくるませると、1つでは物足りなかったのか、「卵もうありません

か？」と尋ねてくる子もいて、とてもやる気が伝わってくる体験活動となりました。 

作る作業だけではなく、後片付けも協力し、よく動いてくれる子供たちで、予定時間より早く食事に入

ることが出来ました。 

いつもの食事とは全く違っていたのか、楽しく話しが弾み、笑顔で食事をしている子供たちを見て、先

生方は大変びっくりされていました。 

普段経験できない体験活動に、みんな喜んでくれていたようです。 

民泊体験活動民泊体験活動    

      城星学園小学校城星学園小学校城星学園小学校   

体験型観光 

 
奥浦地区で民泊に興味のある方！ 

お気軽にお尋ねください。 

五島市では、体験型観光による地域活性化を図るため、

農家、漁家民泊、体験交流などの受け皿組織を立ち上げて

います。 

徐々にですが、民泊への認識も高まり、修学旅行で民泊

を希望される学校も年々増加傾向にあります。 

奥浦地域においても地域資源を活かした体験プログラムや

民泊に取り組み、地域の活性化を図ろうとしていますが、受

け入れ先がまだまだ不足しているのが現状です。 

民泊に興味はあるが、取り掛かりのきっかけが分からない。難しそう。 

質問、疑問などありましたら、ご遠慮なくおくうら夢のまちづくり協議会まで

ご相談、お尋ね下さい。 

                    おくうら夢のまちづくり協議会 TEL 73-0939 

 


